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談話室

　

今
は
昔
、
五
十
年
前
の
中
学
校
で
、
芥
川
龍
之
介
の
「
羅
生
門
」
の
映
画
を
看
た
。
暗
幕
を
張
っ
た
冷
い
武
道
場
の
畳
の
上
で
、
そ
れ
は

恐
ろ
し
く
怖
い
物
だ
っ
た
。
何
時
も
燥
ぐ
仲
間
も
息
を
殺
し
て
い
た
。
芥
川
の
歴
史
小
説
に
は
「
今
昔
物
語
集
」
に
取
材
し
た
も
の
が
あ
り
、

「
羅
生
門
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
先
年
、
そ
の
最
も
古
い
写
本
と
い
う
「
鈴
鹿
本
」
の
図
版
を
見
て
驚
い
た
。
そ
れ
は
漢
字
片
仮
名
交
じ

り
だ
っ
た
の
だ
。芥
川
は
晩
年
多
く
の
河
童
の
画
を
書
き
讃
を
附
し
て
い
る
が
、ど
う
い
う
訳
か
そ
の
細
い
鐵
線
を
用
い
た
痩
せ
こ
け
た
像
、

よ
く
彼
の
心
象
を
写
し
た
も
の
だ
が
、
琴
線
に
触
れ
る
様
な
文
字
の
美
し
い
線
と
交
錯
し
た
。
彼
の
筆
の
線
に
は
、
嘗か

つ

て
好
ん
だ
支
那
の
龍

門
造
像
銘
の
鋭
い
直
線
の
片
鱗
が
あ
る
。
彼
は
「
今
昔
物
語
集
」
の
片
仮
名
本
を
読
ん
だ
事
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
〳
〵
片
仮
名
は
、
平
安
時
代
の
院
政
期
頃
は
、
ほ
ぼ
一
字
の
字
母
が
定
ま
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
漢
字
片
仮
名
交
り
文
が
成
熟
し
、「
古

今
著
文
集
」「
方
丈
記
」「
平
家
物
語
」
な
ど
こ
れ
で
記
さ
れ
た
。
更
に
江
戸
や
明
治
に
至
っ
て
も
、
童
蒙
書
、
初
学
書
、
注
釈
書
、
法
令
文

等
の
類
に
、
多
く
用
い
ら
れ
た
。
書
道
の
分
野
で
も
、
江
戸
後
期
に
出
版
さ
れ
た
「
米
庵
墨
談
」
は
、
文
の
平
易
さ
と
弟
子
の
手
に
成
る
美

し
い
片
仮
名
本
故
に
、
明
治
か
ら
昭
和
と
最
も
長
く
読
み
継
が
れ
た
。
明
治
中
頃
ま
で
の
小
学
校
の
教
科
書
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
漢
字
片
仮

名
交
り
の
書
物
は
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
我
国
で
は
七
百
餘
年
に
渡
り
、
片
仮
名
文
と
平
仮
名
文
と
は
、
文
字
の
機
能
を
重
ん
じ
、
文
の
内

容
に
よ
り
、
両
者
を
使
い
分
け
て
き
た
。

　

し
か
る
に
明
治
三
十
三
年
の
小
学
校
令
が
出
さ
れ
、
事
情
は
一
変
し
た
。
平
仮
名
片
仮
名
と
も
使
用
字
母
は
一
つ
に
統
一
さ
れ
た
。
平
仮

名
は

ハ

ル

ア

キ

な
ど
常
用
の
変
體
仮
名
も
使
っ
て
い
た
も
の
を
、
教
科
書
で
は
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
民
間
で
は
な
お
自
在
に
使
っ
て

い
た
が
、
教
え
な
い
物
は
や
が
て
使
わ
な
く
な
り
、
今
で
は
書
や
古
典
を
専
門
に
学
ん
だ
者
以
外
書
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て

佐
野
光
一

片
仮
名
文
と
ネ
子
の
話
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我
等
は
美
し
い
平
仮
名
文
の
伝
統
を
失
っ
た
。
片
仮
名
文
に
し
て
も
、
外
来
語
の
片
仮
名
表
記
の
氾
濫
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
使
う
場
が
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
は
漢
文
を
し
っ
か
り
教
え
な
く
な
り
、
漢
学
の
素
養
の
あ
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
少
し
前
ま
で
あ
っ
た
片

仮
名
の
電
報
文
が
懐
し
い
。
古
い
墓
地
に
行
く
と
、
日
清
、
日
露
の
戦
役
で
倒
れ
た
兵
士
の
顕
彰
碑
に
、
時
に
片
仮
名
文
が
あ
る
。
こ
の
簡

潔
で
歯
切
れ
の
よ
い
文
體
と
、
謹
厳
な
楷
書
と
片
仮
名
に
よ
る
荘
重
な
書
の
美
は
も
う
復
活
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
高
村
光
太
郎
の
書
い

た
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
…
」
の
石
巻
の
碑
と
、
墨
東
三
圍
神
社
に
あ
る
上
條
信
山
先
生
の
「
古
弦
」
碑
は
、
昭
和
の
片
仮
名
文
の

碑
の
名
品
に
入
る
だ
ろ
う
。
日
本
中
の
名
所
旧
蹟
や
神
社
仏
閣
、
墓
地
公
園
に
、
静
か
に
片
仮
名
碑
が
立
っ
て
い
る
の
に
。
平
成
時
代
は
も

う
こ
れ
を
継
ぐ
者
は
出
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

扨
、
本
題
の
「
ネ
子
の
話
」
は
「
猫
の
コ
ト
」
に
あ
ら
ず
。
片
仮
名
の
「
ネね

子ね

の
話
」
な
り
。
小
林
芳
規
氏
の
調
査
で
は
、
平
安
時
代
の

訓
点
の
ネ
は
、
子
と
ネ
と
が
主
で
あ
り
、
院
政
期
に
な
る
と
子
が
圧
倒
的
に
多
い
。
鎌
倉
時
代
も
同
様
で
あ
る
。
江
戸
の
版
本
で
も
子
が
ネ

よ
り
多
い
。
明
治
中
期
ま
で
の
小
学
校
の
五
十
音
図
等
を
見
て
も
子
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
明
治
廿
年
代
か
ら
国
語
学
が
興
り
、
そ
の
中
で
ネ

が
子
よ
り
優
位
に
立
つ
状
況
が
出
て
き
た
様
だ
。明
治
中
期
以
降
は
ネ
が
増
加
し
、や
が
て
三
十
三
年
の
小
学
校
令
で
ネ
が
子
を
駆
逐
し
た
。

し
か
し
民
間
で
は
な
お
子
を
用
い
て
い
た
か
ら
、
小
生
の
故
郷
の
大
正
頃
に
生
ま
れ
た
人
で
イ
子
（
稲
の
意
カ
）
さ
ん
が
い
た
。
片
仮
名
は

一
～
三
画
が
多
く
四
画
は
「
ホ
ネ
」
だ
け
だ
。
画
数
が
多
い
ネ
が
ど
う
し
て
採
用
さ
れ
た
の
か
。
誰
か
知
る
人
が
い
た
ら
教
え
た
ま
え
。
江

戸
の
本
に
、「
学
者
は
子
の
訓
に
し
て
、
し
か
も
全
體
な
る
を
嫌
ひ
て
」
と
あ
る
。
シ
チ
ツ
ハ
ミ
も
全
體
だ
ぞ
。

　

嵯
峨
天
皇
は
片
仮
名
の
ね
の
文
字
を
十
二
か
か
せ
た
ま
ひ
て
、
篁
卿
に
読
み
と
か
せ
給
へ
り
し
に
、

　
　

子
子
子
子
子
子　

　
　

子
子
子
子
子
子　

「
ね
こ
の
子
こ
猫
、
し
し
の
子
こ
獅
子
。」
と
読
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
の
話
「
今
昔
物
語
」「
宇
治
拾
遺
」
な
ど
に
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
真

な
ら
子
は
千
有
餘
年
の
旧
習
な
り
。

（
中
国
古
代
書
法
）


